
今後の対応について

「ウランと環境研究プラットフォーム」の周知
（人形峠センターのウェブページ掲載）

地域との共生を目指した活動の実践
事業の透明性確保のため情報公開

今後の対応

地域教育機関や企業等との共生活動や、事業の透明性を高めるために施
設見学会やシンポジウム等による情報公開に取り組みます。
放射線や一般安全を含めた日常的な安全管理を確実に実施します。
懇話会の議論を踏まえ、安全が担保されることを大前提に、「鉱山施設
の閉山措置」「減損ウランの安定的保管管理等の対策」「放射性廃棄物
(ウラン廃棄物)の処理・処分」に係る研究開発および事業を着実に実施
します。
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ウランと環境研究懇話会

自治体・報道関係者・地域の方々等
への説明

研究活動の開始
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研究計画・成果の有識者による評価
評価結果の積極的な公表と説明


